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Sutureless aortic valve replacement using a novel autologous tissue heart valve with 

stent (stent biovalve): Proof of concept 

（新規開発したステント付自己組織由来心臓代替弁（ステントバイオバルブ）を用いた 

縫合なし大動脈弁置換術：概念実証） 
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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 近年の心臓弁膜症に対する外科治療では、生涯の抗凝固が不要な生体弁が機械弁よりも

頻用されているが、生体弁は経時的に劣化するという欠点を有す。再生医療・組織工学的

手法を用いた代替弁はこの弱点を克服できる可能性がある。今回の研究では、生体の皮下

における異物に対する結合組織によるカプセル化反応を応用した新しい再生医療である、

生体内組織形成術によって作られる自己組織由来心臓代替弁（バイオバルブ）にバルーン

拡張型ステントを組み込んだ、ステントバイオバルブを設計した。成ヤギモデルを用いて、

このステントバイオバルブを用いた縫合なし大動脈弁置換術が実現可能であること、また

ステントバイオバルブが大動脈弁用の代替弁として十分機能し得ることが示された。本研

究は、心臓弁膜症に対する外科治療の成績向上につながる可能性のある興味深い研究であ

り、明らかに学術水準を高めたものと認める。 


